
長

野

県

新

聞

配

布

地

域

の

ー
ー
ー
そ

の

南

北

性

に

い
て
ー
ー
ー

つ

一
、
は
じ
め
に

新
聞
産
業
の
地
理
学
的
研
究
の
対
象
と
し
て
、

つ
ぎ
の
こ
と
、
が
考
え
ら
れ
る
。

(
活
動
要
素
)

(
地
域
現
象
)

(
関
連
地
域
)

長野県の新聞配布地域

取
材
・
送
信

集

取
材
地
域

中

集

積

発
行
地
域

編
集
・
印
刷

配
布
地
域

こ
れ
ら
の
三
者
が
相
互
に
関
連
し
あ
っ
て
、
新
聞
産
業
の
地
域
的
展
開
が
み
ら
れ
る
。

分

輸
送
・
配
布

散

原

田

栄
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長
野
県
で
は
、
す
で
に
明
治
五
、
六
年
(
一
八
七
二
・
一
二
)
頃
の
新
聞
創
業
期
に
、

本
研
究
で
は
、
長
野
県
の
配
布
地
域
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
地
域
的
特
色
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「

長
野
新
報
」
「
信
飛
新

聞
」
が
発
行
さ
れ
て
い
た
(
1
3

こ
れ
は
、

明
治
四
年
(
一
八
七
一
)

の
廃
藩
置
県
時
に
、 長

野
・
松
本
に
お
い
て

長
野
・
松
本
に
県
庁
が
お
か
れ
、
長
野
県
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筑
摩
県
で
そ
れ
ぞ
れ
県
が
中
心
と
な
っ
て
新
聞
を
発
行
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
長
野
県
に
お
け
る
新
開
発
行
の
原
初
的
形
態
が
、
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
歴
史
的
観
点
に
も
た
つ
も

の
で
あ
る
。

使
用
し
た
資
料
は
、
昭
和
四
四
年
(
一
九
六
九
)
七
月

1
一
一
一
月
の
朝
刊
の
戸
別
配
達
の
平
均
部
数
で
、

「
朝
日
新
聞
」
「
毎
日
新
聞
」

「
読
売
新
聞
」
を
全
国
新
聞
(
全
国
を
配
布
地
域
と
す
る
新
聞
)
、
「
中
日
新
聞
」
を
ブ
ロ
ッ
ク
新
聞
(
数
県
を
主
要
配
布
地
域
と
す
る
新

聞
)
、
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
を
地
方
新
聞
(
一
県
を
中
心
配
布
地
域
と
す
る
新
聞
)
と
し
て
と
り
あ
げ
た
。

ニ
、
地
方
版
地
域
に
み
る
南
北
性

新
聞
社
は
、
紙
面
構
成
の
上
で
、

一
定
地
域
の
ニ
ュ
ー
ス
や
記
事
を
掲
載
す
る
地
方
版
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
配
布
地
域
を
拡
大

し
て
き
た
。

こ
の
こ
と
は
、
全
国
新
聞
に
顕
著
で
、
長
野
県
へ
の
地
方
版
設
置
は
「
東
京
朝
日
新
聞
」
が
明
治
四
三
年
頃
(
一
九
一

O
)
「
長
野
特

報

「
松
本
特
報
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
潜
在
的
地
方
版
で
、
大
正
年
代
に
入
る
と
全
国
新
聞

は
各
地
に
地
方
版
を
発
送
し
て
ゆ
き
、

「
東
京
日
日
新
聞
(
現
在
の
毎
日
新
聞
)
」
は
、
大
正
一

O
年
(
一
九
二
二

に
「
信
州
版
」
、
同

一
三
年
(
一
九
二
四
)

に
は
「
南
信
版
」
を
設
け
て
長
野
県
へ
の
配
布
地
域
を
拡
大
し
て
い
る
(
2
)
O

全
国
新
聞
が
地
方
版
を
設
置
し
て
地
方
進
出
を
企
図
し
た
の
に
対
し
て
、
地
元
新
聞
も
ま
た
地
方
版
を
設
置
す
る
こ
と
で
対
抗
し
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、

「
信
濃
毎
日
新
聞
」
は
、

「
東
京
新
聞
の
地
方
版
の
意
味
で
町
村
版
を
作
り
町
村
記
事
を
輯
録
し
て
い
る
(
3
)
0

」
し
、

「
大
正
一
二
年
(
一
九
二
三
)

一
O
月
一

O
頁
に
改
め
南
信
版
、

北
信
版
を
発
行
し
て
県
下
の
記
事
は
網
羅
し
て
・
:
・
:
(
4
)
」

と
の
記
録
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か
ら
、
全
国
新
聞
の
地
方
版
設
置
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

地
方
版
を
設
置
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

長野県の地方版地域

」
の
よ
う
に
し
て
設
け
ら
れ
た
地
方
版
は
、
現
在

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
示
し
た
の
、
が
第
一
図

で
あ
る
。

「
朝
日
比
「
毎
日
」
、
「
読
売
」
の
全
国
新
聞
と
、

第 1図

「
信
濃
毎
日
」
の
地
方
新
聞
の
四
紙
は
、
名
称
の
差

」
そ
あ
れ
長
野
県
を
南
北
に
二
分
し
た
地
方
版
を
つ

く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
版
地
域
に
配
布
し
て
い

る
O 

こ
の
二
地
方
版
地
域
は
、
明
治
初
年
の
長
野
・
筑
摩
両
県
域
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
o

す
な
わ
ち
、
信
濃
国
の
北
信
九
郡
が
、
長
野

長野県の新聞配布地域

「
信
濃
毎
日
新
聞
」
は
中
南

信
版
の
配
布
地
域
と
し
て
い
る
。

県
域
で
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
の
地
方
版
名
で
い
え
ば
東
北
信
版
地
域
で
あ
り
、
南
信
七
郡
が
筑
摩
県
域
で
、

と
こ
ろ
で
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)

の
「
信
飛
新
聞
」
の
売
捌
所
を
み
る
と
、
東
京
・
甲
府
信
州
・
善
光
寺
・
上
田
・
飯
田
・
高
遠

-
上
諏
訪
・
大
町
・
飛
騨
高
山
に
設
け
ら
れ
て
お
り
(5)
、
主
と
し
て
南
信
地
区
を
主
要
な
配
布
地
域
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)

の
「
長
野
新
報
」
の
売
捌
所
は
、
東
京
・
上
州
安
中
・
信
州
松
本
・
岩
村
田
・
小
諸
・
飯
山
・
中
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野
・
松
代
・
長
野
に
お
か
れ
(
6
)
、
北
信
地
区
を
主
要
配
布
地
域
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
明
治
初
年
の
長
野
を
中
心
と
し
た
北
信
地
区
、
松
本
を
中
心
と
し
た
南
信
地
区
と
い
う
新
聞
配
布
の
状
態
が
、
現
在
の

地
方
版
地
域
に
継
承
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
o

こ
の
事
実
は
、
長
野
県
の
新
開
発
達
史
と
の
関
連
か
ら
考
察
で
き
る
の
で
あ
る
。

明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
、

筑
摩
県
庁
の
消
失
な
ど
と
関
連
し
て
府
県
統
合
が
行
わ
れ
、

筑
摩
県
は
廃
止
さ
れ
南
信
七
郡
は
長
野
県
の

管
轄
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
応
じ
て
、
長
野
発
行
の
新
聞
は
官
庁
と
の
関
係
を
深
く
し
て
い
く
の
に
、
松
本
発
行
の
新
聞
は
在
野
的
性
格
を
深
め
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

例
え
ば
、

「
松
本
新
聞
」

(
さ
き
の
信
飛
新
聞
の
改
題
)

は
、
明
治
一

O
年
(
一
八
七
七
)
末
頃
か
ら
在
野
派
の
言
論
機
関
と
な
り
、

民
権
を
鼓
吹
し
て
弾
圧
さ
れ
明
治
一
四
年
(
一
八
八
一
)

に
は
廃
刊
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
松
本
発
行
の
新
聞
数
を
み
る
と
、
明
治
一
五

年
(
一
八
八
二
)

三
紙
、
同
二
五
年
(
一
九
九
二
)
一
一
紙
、
同
三
五
年
(
一
九

O
二
)

五
紙
(
7
)
、
同
凶
二
年
(
一
九

O
九
)

二
紙
〈
8
)
、

大
正
一
五
年
(
一
九
二
六
)
二
紙
(
9
)
、
昭
和
一

O
年
(
一
九
三
五
)

一
一
紙
(
川
)
と
准
移
し
て
い
る
。

」
れ
に
対
し
て
長
野
で
は
、

一一

l
三
紙
が
競
合
し
な
が
ら
も
、
明
治
一
四
年
(
一
八
八
一
)
創
刊
の
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
が
「
長
野
新

報
」
を
継
承
し
て
指
導
権
を
握
り
、
近
代
化
・
企
業
化
・
商
業
化
を
は
か
り
、
全
県
的
勢
力
を
有
す
る
に
い
た
っ
た
立
〉
O

こ
の
よ
う
に
、
長
野
・
松
本
が
新
聞
産
業
の
中
心
と
し
て
存
在
し
て
き
た
こ
と
が
、
政
治
的
事
由
に
も
と
ず
く
南
信
北
信
地
区
形
成
の

歴
史
的
事
実
と
あ
い
ま
っ
て
、
現
在
の
南
信
・
北
信
の
二
地
方
版
地
域
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
る
o

さ
ら
に
、

つ
ぎ
の
諸
点
が
現
在
の
地
方
版
設
置
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

一
、
長
野
松
本
両
市
の
存
在
|
新
聞
産
業
は
、
都
市
を
基
盤
と
し
て
発
達
す
る
百
)
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
両
市
は
、
取
材
・
送
信
を
果
す



場
所
と
し
て
、
全
国
新
聞
三
社
の
支
局
が
お
か
れ
、
新
聞
産
業
の
集
中
機
能
を
有
す
る
都
市
で
あ
る
。

て
お
り
、
発
行
地
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
元
地
方
新
聞
の
「
信
濃
毎
日
新
聞
」
は
、
両
市
に
本
社
を
お
き
、
東
北
信
向
け
・
中
南
信
向
け
の
新
聞
を
編
集
・
印
刷
し

ま
た
、

「
社
一
部
土
冗
」

「
信
濃
毎
日
」

の
五
紙
計
の
配
布
部
数
を
み
る
と
、
長
野
市
は
七
八
、
六
二
八
部
で

「
中
日
」

全
県
の
一
六
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
松
本
市
は
五

O
、
三
七
八
部
で
一

0
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
大
配
布
地
域
を
な
し
て
い
る
。

「
朝
日
」

「
毎
日
」

以
上
の
よ
う
に
、
新
聞
産
業
の
中
心
を
な
す
都
市
が
県
内
に
二
市
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、
全
国
的
に
も
例
が
少
な
く
、
長
野
県
に
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お
け
る
新
聞
配
布
を
性
格
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
東
京
か
ら
の
輸
送
経
路
が
ニ
系
統
で
あ
る
こ
と
|

新聞の輸送経路

新
聞
産
業
の
地
域
的
展
開
を
み
る
と
、
取
材
・
送
信

や
編
集
・
印
刷
を
通
し
て
一
定
地
域
へ
の
配
布
を
予

想
し
て
生
産
さ
れ
た
新
聞
は
、
配
布
地
域
へ
輸
送
さ

れ
る
。
こ
の
場
合
、
輸
送
費
は
距
離
に
関
係
な
く
重

(
国
鉄
特
別
承
認
扱
い
)

量
に
よ
っ
て
決
ま
る

の

第 2図

で
、
最
も
短
時
間
に
輸
送
さ
れ
る
経
路
と
方
法
が
選

ば
れ
る
。

東
京
か
ら
長
野
県
へ
の
新
聞
輸
送
に
は
、
第
二
図

の
よ
う
に
、
信
越
本
線
と
国
道
一
八
号
線
を
主
軸
と
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す
る
北
信
地
区
へ
の
経
路
と
、
中
央
本
線
と
国
道
二
十
号
線
に
よ
る
南
信
地
区
へ
の
経
路
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
特
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

が
、
刷
上
り
を
遅
い
時
間
で
ま
待
ち
速
く
輸
送
で
き
る
利
点
か
ら
増
加
し
て
き
て
お
り
、
北
信
で
は
湯
田
中
、
南
信
で
は
松
本
ま
で
ト
ラ

ッ
ク
輸
送
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
路
を
利
用
す
る
に
は
、
経
路
別
に
印
刷
し
た
方
が
有
利
で
、
全
国
新
聞
は
二
地
方
版
を
長
野
県
へ
発
送
す
る
こ
と
に
な

る。
名
古
屋
か
ら
の
中
日
新
聞
の
場
合
も
、
中
央
本
線
|
篠
ノ
井
線
沿
線
を
主
軸
と
し
た
輸
送
経
路
に
地
方
版
地
域
を
画
定
し
て
い
る
。
さ

ら
に
飯
田
線
沿
線
に
地
方
版
地
域
を
設
け
て
い
る
な
ど
長
野
県
の
場
合
は
、
輸
送
経
路
に
と
も
な
う
地
方
版
設
定
が
み
ら
れ
る
の
が
特
色

で
あ
る
。

三
、
県
土
の
広
大
性
と
交
通
系
統
の
多
岐
性
l
長
野
県
の
面
積
は
府
県
中
三
位
を
占
め
る
広
さ
で
あ
り
、

地
方
新
聞
の
場
合
、

他
府
県
の

よ
う
に
県
庁
所
在
地
の
長
野
市
が
新
開
発
行
地
で
あ
る
と
す
る
と
、
北
に
偏
在
し
輸
送
距
離
が
延
び
輸
送
時
間
が
長
く
か
か
る
不
都
合
が

生
じ
て
く
る
。

い
ま
、
長
野
市
か
ら
の
鉄
道
輸
送
の
場
合
の
距
離
と
時
聞
を
み
る
と
、

中
央
本
線
信
濃
境

一
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

五
時
間

中
央
本
線
田
立

一
五
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

五
時
間
三

O
分

飯
田
線
中
井
侍

二
O
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

七
時
間

大
糸
線
中
土

一
三
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

四
時
間
と
な
り
、
長
野
市
の
位
置
は
新
聞
輸
送
上
著
し
く
不
利
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
長
野
県
の
地
形
上
交
通
系
統
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
ま
た
新
聞
輸
送
に
不
利
に
な
る
。



」
う
し
た
、
長
野
県
の
新
聞
輸
送
の
基
盤
条
件
か
ら
、

「
信
濃
毎
日
新
聞
社
」
は
昭
和
二
二
年
(
一
九
五
六
)
か
ら
二
本
社
発
行
制
を

と
る
に
い
た
っ
た
百
)
O

そ
れ
は
端
的
に
い
っ
て
輸
送
距
離
と
輸
送
時
間
の
短
縮
を
目
指
し
た
も
の
で
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
よ
る
効
率
化

を
は
か
つ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
東
北
信
版
・
中
南
信
版
の
紙
面
構
成
と
な
り
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
新
聞
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
輸
送
経
路

は
、
第
二
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
長
野
・
松
本
を
要
と
す
る
扇
形
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
長
野
県
に
お
け
る
地
方
版
地
域
が
南
・
北
に
分
れ
て
い
る
事
実
を
、
歴
史
・
政
治
・
交
通
な
ど
の
点
か
ら
指
摘
し
て
き
た
。
新

聞
産
業
は
文
化
事
象
で
あ
り
、
そ
の
解
明
に
は
総
合
的
視
点
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
信
濃
毎
日
新
聞
」
配
布
か
ら
み
た
南
北
性

第
三
図
は
、

「
信
濃
毎
日
新
聞
」

(
以
下
信
毎
と
略
称
)
朝
刊
の
昭
和
四
四
年
(
一
九
六
九
)

の
七
月

l
一
一
一
月
の
一
日
平
均
の
一
部

あ
た
り
人
口
を
郡
市
別
に
み
た
も
の
で
あ
る
。

(
た
だ
し
、
人
口
は
昭
和
四

O
年
国
勢
調
査
に
よ
る
0
)

新
聞
普
及
率
を
み
る
の
に
、
二
つ
の
方
法
が
あ
る

2
3

一
つ
は
一
部
あ
た
り
の
人
口
を
み
る
こ
と
で
あ
り
、

他
は
一
世
帯
あ
た
り
の

長野県の新聞配布地域

部
数
を
み
る
こ
と
で
あ
る
が
、
長
野
県
の
場
合
、
両
者
の
順
位
相
関
係
数
は

0
・
八
三
九
と
か
な
り
相
関
度
が
高
い
の
で
、
こ
こ
で
は
一

部
あ
た
り
人
口
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

「
信
毎
」
の
長
野
県
内
配
布
部
数
は
二
二
五
、

さ
て
、

五
二
六
部
で
あ
る
が
、
長
野
本
社
分
が
二
一
七
、
八
七
七
部
で
五
六
・
七
パ

1

セ
ン
ト
を
占
め
、
松
本
本
社
分
が
九
七
・
六
四
九
部
で
四
三
・
士
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
長
野
本
社
で
の
配
布
部
数
が
多
い
。

一
部
あ
た
り
人
口
を
み
る
と
、
東
北
信
が
七
・
五
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
南
信
は
一

0
・
こ
と
な
り
北
高
南
低
の
普
及
率
を
示
し
て
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い
る
。
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第 3図信濃毎日新聞，郡市男IJ部あたり人口

注 (1) 昭和44年7"'12月平均市郡販売部数「あすをひらく信濃毎日J (信淡毎日新開社)による

(2) 人口は昭和40年度国勢調査による



県
内
を
東
信
・
北
信
・
中
信
・
南
信
の
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
、

一
部
あ
た
り
人
口
を
み
る
と
、
北
信
の
七
・

O
を
最
高
に
東
信
・
中

信
が
八
・
七
と
八
・
九
で
そ
れ
に
続
き
、
南
信
が
一
一
・
五
の
最
低
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
北
高
南
低
の
普
及
が
み
ら
れ
る
の
で
あ

と
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

る
。
し
か
も
、
発
行
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
北
信
・
中
信
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
高
く
、
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
低
く
な
っ
て
い
て
新
聞
配
布
と
距
離

っ
、
ぎ
に
、
郡
市
別
に
つ
い
て
み
る
と
、
北
信
地
区
一
七
郡
市
の
う
ち
、

一
0
・
0
以
上
の
普
及
度
の
低
い
郡
市
は
五
ぞ
あ
る
の
に
対
し

て
、
南
信
地
区
で
は
一
六
郡
市
の
う
ち
普
及
度
の
低
い
の
が
一
一
も
あ
る
。
前
述
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
み
た
中
信
・
南
信
の
低
さ
と
合
わ
せ

す
る
も
の
が
あ
る
。

考
え
て
も
南
信
地
区
で
の
劣
勢
が
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に
、
木
曾
郡
の
二
八
・

O
、
下
伊
那
郡
の
一
七
・
七
な
ど
の
低
さ
は
注
目
に
値
い

長野県の新開配布地域

堺

判

溺
れ
引
同
凡

晴

判

v
u
f
a
a
τ
 

『

『

刀

口

巨ヨ8.6じ10.0

医司司ず10.1九1日1

亡コJll.6以山上
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第 4図 信濃毎日郡市別 1部あたり人口

分布

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、

「
信
毎
」

一
部
あ
た
り
の
人
口
を
郡
市
別
に
み
た
場

合
、
北
信
地
区
は
全
般
的
に
一
部
あ
た
り

人
口
の
少
な
い
日
高
普
及
地
域
と
な
っ
て

い
る
o

こ
れ
に
対
し
て
南
信
地
区
は
全
般

的
に
一
部
あ
た
り
人
口
の
多
い
H

低
普
及

地
域
と
な
っ
て
い
て
南
北
の
地
域
差
が
明

瞭
で
あ
る
。

「
信
毎
」
の
南
信
・
北
信
両
地
区
に
お
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け
る
普
及
度
の
差
異
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
地
区
内
部
で
の
普
及
度
を
み
る
た
め
に
第
四
図
を
作
製
し
た
。

第
四
図
に
よ
れ
ば
、
長
野
松
本
の
両
発
行
地
を
中
心
に
普
及
度
が
遠
心
的
に
低
下
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
模
式
的
に
と
ら
え
る
と
、
北
信
地
区
で
は
、
長
野
市
・
更
植
市
・
須
坂
市
な
ど
の
長
野
都
市
圏
を
第
一
帯
と
し
て
、
植
科

郡
・
更
科
郡
・
上
高
井
郡
・
下
高
井
郡
な
ど
の
第
二
帯
、
上
水
内
郡
の
第
三
帯
、
そ
の
外
縁
に
入
る
小
県
郡
・
北
佐
久
郡
・
南
佐
久
郡
・

下
水
内
郡
な
ど
は
第
三
帯
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
南
信
地
区
で
は
、
松
本
市
を
第
一
帯
と
し
て
、
塩
尻
市
・
東
筑
摩
郡
が
第
二
帯
、

南
安
曇
郡
上
伊
那
郡
が
第
三
帯
、
北
安
曇
・
木
曾
・
下
伊
那
の
コ
一
郡
が
第
四
帯
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
o

」
の
よ
う
な
普
及
度
の
遠
心
的
低
下
傾
向
は
、

「
信
毎
」
の
夕
刊
配
布
に
や
や
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
朝
刊
配
布
部
数
に

対
す
る
夕
刊
配
布
部
数
の
比
を
も
っ
て
夕
刊
配
布
率
を
算
出
し
、
市
別
に
夕
刊
配
布
率
(
郡
の
資
料
が
得
ら
れ
な
い
の
で
)
を
み
る
と
、

長
野
市
(
四
九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
須
坂
市
(
一
一
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
更
植
市
会
二
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
)
と
発
行
地
近
辺
の
市
が

高
く
、
つ
い
で
中
野
市
(
一
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
)
、
小
諸
市
ご
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
順
と
な
り
、
北
信
地
区
で
は
発
行
地
か
ら

の
距
離
が
大
と
な
る
に
従
っ
て
低
下
し
て
く
る
。
八
市
の
夕
刊
普
及
率
と
鉄
道
距
離
(
夕
刊
の
場
合
鉄
道
輸
送
に
よ
る
こ
と
が
多
い
)
と

の
順
位
相
関
係
数
は
マ
イ
ナ
ス

0
・
八
八
九
と
な
り
、

か
な
り
高
い
相
闘
が
み
ら
れ
る
。

南
信
地
区
で
は
、
順
位
相
関
係
数
が
マ
イ
ナ
ス

0
・
五
一
六
と
北
信
地
区
よ
り
か
な
り
相
関
度
が
低
く
な
っ
て
い
る
刊
す
な
わ
ち
、
同

地
区
で
夕
刊
普
及
率
の
高
い
市
は
、
松
本
市
(
五
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
)

で
あ
る
が
、
他
の
八
市
は
い
ず
れ
も
一
五
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
以

下
で
あ
り
、
最
低
は
茅
野
市
の
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
(
北
信
地
区
の
最
低
は
飯
山
市
の
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
)

で
、
北
信
地
区
に
比
し
一

般
に
低
率
で
、

か
っ
、
距
離
と
の
関
連
は
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
北
信
地
区
と
南
信
地
区
と
で
は
、
夕
刊
の
配
布
に
お
い
て
も
地
域
差
が
み
ら
れ
る
。

「
信
毎
」

一
部
あ
た
り
人
口
に
よ



る
普
及
度
が
、
北
高
南
低
の
状
態
に
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
り
、
北
信
地
区
と
南
信
地
区
は
新
聞
配
布
地
域
と
し
て
異
質
的
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

」
の
要
因
に
つ
い
て
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

て
他
の
新
聞
の
一
部
あ
た
り
人
口
と
の
関
係
!
「
朝
日
」
「
毎
日
」

「
読
売
」
「
中
日
」
な
ど
長
野
県
に
配
布
さ
れ
て
い
る
部
数
の
多
い
四

紙
を
他
県
紙
と
し
、
県
内
一
七
市
を
他
県
紙
一
部
あ
た
り
人
口
と
「
信
毎
」

一
部
あ
た
り
人
口
の
全
県
値
を
基
準
に
し
て
組
合
わ
せ
、
グ

ル
ー
プ
分
け
し
て
み
た
。

そ
の
結
果
は
、

「
信
毎
」

「
他
県
紙
」
と
も
に
高
い
市

|
O松
本
、
上
回
、

O
大
町

(
O印
は
南
信
地
区
の
市
)

「
信
毎
」
が
高
く
「
他
県
紙
」
が
低
い
市

i
長
野
、
更
植
、
飯
山
、
須
坂

「
信
毎
」

「
他
県
紙
」
と
も
に
低
い
市
一

O
岡
谷
、

O
茅
野
、
佐
久

「
信
毎
」
が
低
く
「
他
県
紙
」
が
高
い
市

1
0飯
田
、

O
諏
訪
、

O
伊
那
、

O
駒
ケ
根
、

O
塩
尻
、
中
野
、
小
諸

長野県の新聞配布地域

と
な
っ
た
。

「
信
毎
」
の
普
及
度
が
低
い
南
信
地
区
の
飲
回
・
諏
訪
・
伊
那
・
駒
ケ
根
・
塩
尻
の
五
市
は
、

「
他
県
紙
」
の
普
及
度
の
高
い
グ
ル

l

プ
に
入
り
、
さ
ら
に
、
松
本
・
大
町
の
「
他
県
紙
」
の
普
及
度
の
高
い
二
市
を
加
え
る
と
、
南
信
地
区
九
市
の
う
ち
、
実
に
七
市
が
「
他

県
紙
」
の
優
勢
な
都
市
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
「
信
毎
」

の
低
い
市
は
「
他
県
紙
」
が
高
い
と
い
う
傾
向
が
、
南
信
地
区

に
お
い
て
は
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
試
み
に
、
南
信
地
区
九
市
の
「
信
毎
」
と
「
他
県
紙
」
と
の
普
及
度
の
順
位
相
関
係
数
を
算
出

215 

す
る
と
、

マ
イ
ナ
ス

0
・
八
七
七
で
あ
る
が
、
北
信
地
区
の
八
市
で
は
高
い
相
闘
が
み
ら
れ
な
い
。
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二
、
醍
布
基
盤
と
し
て
の
人
口
と
の
関
連
i
新
聞
は
、

一
般
的
に
は
人
口
の
多
い
地
域
に
多
く
の
部
数
が
配
布
さ
れ
る
。
こ
の
前
提
に
た
っ

て
、
南
北
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
o

資
料
の
関
係
上
、
県
内
一
七
市
を
、
北
信
地
区
八
市
と
南
信
地
区
九
市
に
分
ち
、
そ
の
人
口
と
配

布
部
数
と
の
相
闘
を
考
察
し
た
。

人
口
と
配
布
部
数
と
の
順
位
相
関
係
数

(
総
部
数
)

(
信
毎
部
数
)

(
他
県
紙
部
数
)

南

イ言

0
・八一一一一

0
・
九
八
七

0
・
七
一
九

ゴヒ

0
・
九
二
九

0
・
七
八
六

0
・
八
八
一

総
部
数
に
つ
い
て
み
る
と
、
北
信
地
区
で
の
係
数
が
高
く
、
人
口
が
多
け
れ
ば
配
布
部
数
も
多
い
と
い
う
傾
向
が
つ
よ
い
が
、
南
信
地

区
で
は
そ
の
傾
向
が
薄
れ
て
い
る
。
北
信
地
区
で
は
、
長
野
上
田
を
除
い
て
の
各
市
は
順
位
が
ず
れ
て
い
る
が
、

一
位
だ
け
の
ず
れ
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
南
信
地
区
で
は
松
本
・
大
町
・
諏
訪
・
飯
田
の
各
市
は
そ
れ
ぞ
れ
、
人
口
と
部
数
と
が
同
順
位
で
あ
る
が
、
岡
谷
・
塩

尻
・
茅
野
・
駒
ケ
根
・
伊
那
の
各
市
で
順
位
差
が
で
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
南
信
地
区
の
総
部
数
は
、
そ
の
市
の
人
口
と
の
相
関
が

低
く
な
っ
て
い
る
。

つ
ぎ
」
に
、

「
信
毎
」
の
部
数
に
つ
い
て
は
、
北
信
地
区
は
、
長
野
・
上
田
両
市
以
外
の
各
市
は
順
位
の
変
動
が
み
ら
れ
る
の
に
対

L

て
、
南
信
地
区
の
各
市
は
順
位
変
動
が
少
な
く
、
松
本
と
の
距
離
関
係
か
ら
か
人
口
の
少
な
い
大
町
と
茅
野
の
両
市
で
順
位
が
入
れ
代

り
、
大
町
の
順
位
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
両
地
区
の
係
数
か
ら
し
て
、
北
信
地
区
は
「
信
毎
」
の
勢
力
圏
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、

「
信
毎
」
以
外
の
「
他
県
紙
」
の
場
合
は
、
北
信
地
区
で
須
坂
市
の
順
位
が
下
り
、
中
野
市
の
順
位
が
上
る
ほ
か
、
他
市
の

順
位
差
は
な
く
、

0
・
八
八
一
の
係
数
を
示
し
て
い
る
。
南
信
地
区
で
は
、
岡
谷
・
茅
野
の
両
市
の
順
位
が
下
り
、
逆
に
順
位
の
上
っ
て



い
る
の
は
駒
ケ
根
・
塩
尻
両
市
で
係
数
は

0
・
七
一
九
と
な
っ
て
い
る
。
前
の
「
信
毎
」
と
の
比
較
か
ら
す
る
と
、
南
信
地
区
は
「
他
県

紙
」
の
勢
力
圏
と
み
な
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。

ま
た
、
人
口
密
度
を
端
的
に
社
会
経
済
の
反
映
と
み
な
し
、
そ
れ
と
普
及
度
と
し
て
の
一
部
あ
た
り
人
口
と
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
南
北
差
の
要
国
を
考
え
て
み
た
。

全
県
一
七
市
で
の
総
配
布
部
数
の
一
部
あ
た
り
人
口

(
普
及
度
と
し
て
数
値
の
小
さ
い
方
を
高
い
普
及
順
位
に
し
た
。
)

の
順
位
と
、

人
口
密
度
と
の
順
位
相
関
係
数
は

0
・
三

O
で
、
あ
ま
り
高
い
相
関
は
み
ら
れ
な
い
が
、
北
信
八
市
の
係
数
は

0
・
八
三
七
と
か
な
り
高

く
あ
ら
わ
れ
る
が
、
南
信
九
市
で
は
そ
れ
ら
の
関
係
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

「
信
毎
」
と
人
口
密
度
と
の
相
関
は
、

一
七
市
で

O

-
四
九
一
で
あ
っ
た
が
、
北
信
八
市
で
は

0
・
七
六
二
と
な
っ
た
が
、
南
信
九
市
で
は
で
て
こ
な
か
っ
た
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
新
聞
配
布
の
基
盤
と
し
て
の
人
口
面
か
ら
の
考
察
が
、
北
信
地
区
で
該
当
す
る
に
し
て
も
南
信
地
区
で
は
該

当
し
な
い
の
で
あ
る
。

長野県の新聞配布地域

三
、
住
民
意
識
の
地
域
的
指
向
と
の
関
係
l
「
信
毎
」
は
長
野
県
を
主
要
配
布
地
域
と
す
る
県
民
紙
で
あ
る
が
、
北
に
高
く
南
に
低
い
普
及

を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
南
信
地
区
で
は
「
他
県
紙
」
の
参
透
が
強
く
、
人
口
や
人
口
密
度
と
の
普
及
と
の
関
係
も
北
信
地
区
ほ
ど
明

瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
、
他
の
要
因
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
o

「
信
毎
」
の
歴
史
的
性
格
と
北
信
地
区
・
南
信
地
区
形
成
の
歴
史
的
事
情
が
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、

「
信
毎
」

そ
こ
で
、

は
明
治
九
年
(
一
八
七
六
)
以
前
の
長
野
県
が
長
野
を
発
行
地
と
し
て
、
北
信
地
区
を
配
布
地
域
と
し
て
出
発
し
、
府
県
統
合
後
は
南
信

地
区
へ
進
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
o

そ
の
進
出
は
、
合
併
し
た
旧
筑
摩
県
の
新
聞
配
布
地
域
へ
の
進
出
で
あ
り
、
松
本
発
行
の
諸
新
聞

217 

と
の
競
合
の
中
で
進
め
ら
れ
、
政
治
的
対
立
も
伴
な
う
住
民
意
識
や
住
民
感
情
に
関
連
し
て
北
信
地
区
へ
の
対
抗
意
識
の
中
で
進
め
ら
れ
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た
の
で
あ
っ
た
百
万

と
く
に
長
野
か
ら
の
距
離
的
懸
隔
は
そ
の
傾
向
を
一
層
強
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
信
毎
」

が
こ
の
距
離
的

懸
隔
を
埋
め
る
べ
く
松
本
で
印
刷
発
行
し
て
い
て
も
、
伊
那
谷
や
木
昼
間
地
方
へ
の
普
及
は
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い
。
新
聞
の
掲
載
記

域
的
指
向
が
、

事
、
輸
送
時
間
な
ど
読
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
に
普
及
度
が
低
い
と
い
う
こ
と
は
、
南
信
地
区
の
住
民
意
識
の
地

「
信
毎
」

H

長
野
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
、
各
市
の
新
聞
配
布
構
成
と
類
型

た
め
に
第
五
図
を
作
製
し
た
。

そ
れ
な
ら
ば
、
南
信
地
区
で
は
新
聞
購
読
を
通
し
て
の
住
民
意
識
の
地
域
的
指
向
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
み
る

居
、

o 30 
'-一ーー一一ーー」

第 5図 都市別の全国ブロック・地方紙

の配布構成と配布型A"'Fは第6図参照

「
朝
日
」

「
毎
日
」
、
「
読
売
」
の
三
紙
を
全
国
紙

(
東
京
発
行
)
、
「
中
日
」
、
「
信
毎
」
の
総
部
数
の
パ

ー
セ
ン
テ
I
ジ
を
算
出
し
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
南
信
地
区
の
九
市
は
諏
訪
・
茅
野
の
低
率
を

除
い
て
い
ず
れ
も
「
中
日
」
す
な
わ
ち
名
古
屋
へ
の

地
域
指
向
が
み
ら
れ
る
。

」
の
よ
う
な
南
信
地
区
の
名
古
屋
指
向
は
、
す
で

に
明
治
末
期
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

名

古
屋
の
新
聞
は
東
西
二
地
の
新
聞
の
競
争
圏
外
に
、



新
た
に
一
つ
の
進
路
を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
中
央
線
の
開
通
で
あ
る
。
名
古
屋
の
新
聞
は
こ
れ
に
よ
っ
て
信
州
に
突
撃
し
:
:
:
:
:
:
。
新

愛
知
・
名
古
屋
二
新
聞
と
も
中
央
線
を
利
用
し
て
信
州
殊
に
南
信
各
地
へ
宵
出
し
を
し
て
い
る
が
:
:
:
:
:
:
。
今
後
は
、
信
州
は
東
京
と

名
古
屋
と
の
新
聞
の
混
戦
地
と
な
る
で
あ
ろ
う
o
」

と
の
記
録
が
明
治
四
四
年

こ
九
一
一
)
に
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
早
い
時

期
か
ら
南
信
地
区
は
名
古
屋
へ
の
指
向
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
詰
)
O

大
正
年
代
で
は
、

「
南
信
で
は
、
新
聞
の
数
こ
そ
多
け
れ
、
南
信
日
日
を
は
じ
め
み
な
思
う
よ
う
に
発
達
し
な
い
。
そ
の
原
因
は
信

毎
・
長
野
の
両
紙
に
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
と
東
京
名
古
屋
の
諸
紙
に
狭
撃
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る

2〉

0

」

「
新
愛
知
は
飯
田
・
木
曾
方
面
に
名
古
屋
新
聞
の
及
び
も
つ
か
ぬ
好
地
盤
を
有
し
て
い
る

(50」

「
飯
田
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
こ
ま
で
く
る
と
名
古
屋
新
聞
の
勢
力
が
大
き
な
こ
と
で
あ
る

svo」

と
し
て
地
域
指
向
の
多
様
性
が
み
ら

れ

と
名
古
屋
へ
の
指
向
が
明
瞭
で
あ

と
あ
っ
て
、
名
古
屋

っ
た
。
ま
た
、

と
の
関
係
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
傾
向
は
、
昭
和
期
に
入
っ
て
も
持
続
し
て
い
た
こ
と
が
つ
、
ぎ
の
記
録
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

「
移
入
紙
は
、
東
京
に
近
い
関

係
か
ら
関
東
地
方
に
つ
い
で
の
有
力
な
東
京
紙
の
地
盤
と
さ
れ
、
中
央
線
に
沿
う
木
曾
か
ら
、
伊
那
お
よ
び
松
本
方
面
に
は
名
古
屋
の
新

長野県の新聞配布地域

聞
も
相
当
入
っ
て
い
る
お
)
0

」

南
信
地
区
の
名
古
屋
へ
の
地
域
的
指
向
は
以
上
の
よ
う
に
、

か
な
り
古
い
年
代
か
ら
の
こ
と
で
、
現
在
「
中
日
」
は
、
松
本
・
飯
田
・

上
高
地
に
支
局
、
木
曾
・
福
島
・
伊
那
・
岡
谷
・
大
町
に
通
信
局
、
塩
尻
・
諏
訪
・
駒
ケ
根
に
通
信
部
を
お
き
南
信
地
区
で
の
取
材
活
動

を
活
発
に
行
な
っ
て
い
る
(
因
み
に
北
信
の
取
材
地
は
、

上
田
・
長
野
・
中
野
の
三
地
点
で
あ
る
)
0

事
実
は
南
信
地
区
の
名
古
屋
指
向

を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
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つ
ぎ
に
、
全
国
紙
・
ブ
ロ
ッ
ク
紙
・
地
方
紙
の
比
率
か
ら
、
そ
の
市
の
配
布
類
型
を
と
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
意
識
の
地
域



220 

100% 

B 

C 

C 

C 

C 

C 

D 

F 

41.df:i4i2 

44.0 !nI42.6 

25. 41. '::'.~:a5. 5三;']31.1

39.4W';åγ色~129Jl

45. ~1'~::28. 8'; j25. 7 

41.5恒三144.2

54.0Jj:6:oI30.。
58A if.'3133.3 

56.5l-仏5一43.一

80 60 40 20 。
松本

100% 80 

体00 44. 0 'Z'~45. 6ー主主

60 40 20 au
・県全

岡各笠」込主主坐ι旦(全郡)

飯田笠.8:8-.6笠.:i(全市)

伊那
型)

A ι盈4長野

駒ヶ根A 往生日飯山

大町E 金生以ニ上回

塩尻

諏訪

E 

E 

主豆亙2
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茅野

A一地方紙型
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F 
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中野

佐久

1)全国紙は朝日・毎日・読売の 3紙。

2)昭和44年 7月-12月の部数による。

ι昌之

旦互孟2

弘通旦

的
指
向
を
考
察
し
た
(
第
六
図
参
照
)
。

全
市
の
三
大
区
分
に
よ
る
新
聞
の
百
分
率
の
平
均
を
基
準

に
、
そ
れ
以
上
の
比
率
を
示
す
場
合
を
そ
の
卓
越
型
と
し
て

A
l
F
の
六
型
を
得
た
。

北
信
地
区
で
は
、
長
野
・
飯
山
両
市
が
地
方
紙
型
で
長
野

都市の新聞醍 布型

指
向
、
上
回
・
更
植
・
須
坂
の
三
市
は
地
方
紙
・
全
国
紙
型

で
長
野
・
東
京
指
向
、
小
諸
・
中
野
・
佐
久
の
三
市
が
全
国

紙
型
で
東
京
指
向
と
な
り
、
全
体
を
通
し
て
東
京
と
長
野
へ

の
指
向
性
が
つ
ょ
い
と
い
え
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
南
信
地
区
は
全
般
的
に
名
古
屋
へ
の
地

域
的
指
向
性
が
強
い
。
す
な
わ
ち
、
松
本
市
は
地
方
紙
・
ブ

第 B図

ロ
ッ
ク
紙
型
で
長
野
・
名
古
屋
へ
の
両
面
指
向
が
み
ら
れ

る
o

岡
谷
・
飯
田
・
伊
那
・
駒
ケ
根
・
大
町
の
五
市
は
ブ
ロ

ツ
ク
紙
型
で
名
古
屋
指
向
、
塩
尻
市
は
全
国
紙
・
ブ
ロ
ッ
ク

紙
型
で
東
京
・
名
古
屋
へ
の
両
面
指
向
が
み
ら
れ
る
。
諏
訪

-
茅
野
の
両
市
は
全
国
紙
型
で
東
京
へ
の
指
向
が
強
い
。

第
六
図
は
、
都
市
の
新
聞
配
布
型
を
示
し
た
も
の
で
あ



る。
そ
の
配
列
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
信
は
「
信
毎
」
が
多
く
、
南
信
は
「
中
日
」
が
多
い
。
東
京
に
近
い
北
信
の
東
部
や
南
信
の
東
部
は
「
全
国
紙
」
の
比
率
の
高
い
全

国
紙
型
と
な
っ
て
い
る
。

」
の
よ
う
に
配
布
型
に
つ
い
て
も
南
信
・
北
信
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。

玉
、
む
す
び

長
野
市
に
お
け
る
新
聞
配
布
は
、
南
信
地
区
と
北
信
地
区
と
で
は
相
当
の
相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
o

そ
の
要
因
を
、

歴
史
・
人
口
・
交
通
・
住
民
意
識
な
ど
か
ら
考
察
し
た
が
、
そ
の
計
量
化
に
つ
い
て
は
、
他
の
機
会
を
と
ら
え
て
追
求
し
た
い
。
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